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対談のねらい 
 

今回の対談では、日本認知科学会の初代会長であり、国際的な感情研究者

として知られる戸田正直氏と、日本心理学会の前理事長であり、比較心理学

の分野で数多くの功績を残されている辻敬一郎氏とをお迎えし、お二人の対

談を通じて、わが国の認知研究の来し方を振返り、行く末を探りたい。 

両氏は１９５０，６０年代に研究活動を始めておられ、まさに行動主義を

超える新たなパラダイムとして認知心理学が隆盛し認知科学が誕生した時代

を経験されている。両氏とも、心の働きが主体にとってどのような適応的な

意味があるのかを明らかにしようという大きな研究テーマの下、研究対象と

する歴史的な時間や学問領域を広く取って、人間の認知や行動を統一的に把

握する研究を進めてこられた。研究領域の細分化が懸念される認知科学の現

状を今ひとたび見つめ直し、対談を通して両氏が目指してきたものに触れる

ことで、認知研究の今後を検討する機会としたい。 



 

戸田 正直氏 
 
研究紹介 

戸田氏は、今から３０年以上前の 1971 年に、「加速度的に変化する現代そして未来の社会を

生き延びるには、われわれが自分たちの心の働きを知り、相互作用の仕方を学び、新たな社会シ

ステムを見出さねばならない」との趣旨の講演を行なわれている。そして、この難題に答えるため

に、心理学にせよ認知科学にせよ、認知研究が重要な役割を果たすと主張されている。氏の足跡

は、そのような氏の主張の具体化の歴史だとも捉えられる。 

氏は、意思決定の分野から研究を始められ、非合理な意思決定をさせるように見える感情につ

いての考察を深める中で、「感情のアージ理論」を提出するなど、数多くの業績を挙げてこられた。

しかも、氏の感情研究は、その適応的意義、すなわち感情が生き延びに有効な行動を選択させる

機能を問題にした点で世界でも先駆的なものであり、なおかつその考察は、氏の人工知能研究

的アプローチや進化への着眼にしっかりと支えられたものであった。 

例えば、氏は、“Fungus-eater”という菌類をエネルギー源としてウランを採掘する架空のロボット

が惑星で捕食者から生き延びる場面を想定し、短時間で敵から逃げるためには、少ない認知資

源でも状況を的確に判断して有効な逃走行動を選択・実行できるルーチン化された心的ソフトウ

ェアが不可欠だと考察された。こうした着想に進化を絡めることで、人間にとっては「感情」がこのソ

フトウェアの役割を果たしたとする氏の感情理論が生まれた。すなわち、人類が進化してきた農耕

開始前の野生環境においては、現代の文明環境と違って、人間にとって制御不能な緊急事態が

頻発する。そこで情報処理をコントロールし逃走などの適応行動を取らせたのが、「恐れ」などの

感情――このように適応行動をトリガする感情を氏は特に「アージ」と呼ぶ――だと考えられたの

である。このように考えると、野生環境では生き延びに有利だった人間の感情が、人類自身の作り

出した文明環境には適応できていないところに、非合理な意思決定の原因が求められる。例えば、

強いアージは「今ここ」に主体の注意を集中させやすいが、ローカルな行動の結果が離れた環境

にも効果を波及させてしまう現代では不利益をもたらすことも起きる。 

それでは新たな文明環境をいかにデザインすべきか？ 戸田氏の認知研究は、このような大き

な問題もわれわれに提起していると考えられるだろう。          （文責 白水 始） 
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辻 敬一郎氏 
 
研究紹介 

辻氏は、比較心理学の分野において、ヒトを含めたさまざまな動物の意識・行動の適応的意義

を明らかにされてきた。その成果は、視空間知覚の手がかり機能、母仔関係と配偶関係、行動の

遺伝的基礎など多岐にわたるが、多様な種との比較からヒトの系統発生・個体発生を解明する発

生論的アプローチ、知覚や感情の働きを行動と結びつけて捉える研究姿勢、そしてこれらを具体

化する巧みな実証の場の設定という点では終始一貫されている。 

例えば、「ヴィジュアル・ピットフォール」と名づけた装置を用いた一連の共同実験では、ニワトリ、

ネコ、ニホンザル、チンパンジー、ヒトといったさまざまな種の幼体が落差をどう回避するかを観察

し、奥行き知覚の発生過程を明らかにされた。認知科学でも比較認知科学が一分野として確立し

つつあるが、Haeckel の「反復法則」が意識・行動事象にも当てはまると仮定し、種間の系統比較

からヒトの個体発生過程を推測する氏の手法は、依然有効な実証研究の切り口をわれわれに提

供してくれよう。また落差事態は、下方空間への恐怖や回避行動など、知覚‐感情‐行動というサ

ブシステムを統合的に研究する優れた場ともなっている。知覚などの意識活動を自己完結的過程

と見なさず、行動や感情と連続してとらえる氏は、早くから Gibson にも関心を抱き、日本で最初の

翻訳（「生態学的視覚論」）も行なわれている。 

行動の適応的意義を明らかにするための実証方法に関する氏の考察は鋭く、深い。スンクス

（ジャコウネズミ）のキャラバン行動を対象に、屋外放飼場と実験室内のオープンフィールドでの観

測を比較した研究では、餌場や巣、隠れ場所など生存に必要な条件を欠く一種の「還元事態」で

あるオープンフィールドでこそ、放飼場では見られない豊富なキャラバンのパターンを見出された。

還元事態ではプログラムに組み込まれた種に「可能な行動（behavioural potentiality）」が見出せる

のに対し、生活の場やその模擬事態で生起するのは「実態としての行動（behavioural reality）」だ

と氏は主張される。認知科学における状況論の隆盛を「生活の場」での実態としての認知活動へ

の着目と捉えれば、実験室という還元事態での認知過程をもう一度見直す示唆も得られよう。 

ヒトの心の研究を、さまざまな種や実証方法の比較対照の上に位置づける氏の「ロングショット」

のアプローチは、われわれに尽きない学際的刺激を与えてくれるに違いない。    （文責 白水 始） 
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